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成�9年 �2 月 �8 日の国連総会で、毎年４月２日を「世界自閉症啓発デー」

（World Autism Awareness Day）とすることが決議され、世界各地にお

いて自閉症に関する啓発の取り組みが行われます。我が国ではこれに対応し、

世界自閉症啓発デー・日本実行委員会が組織され、自閉症をはじめとする発達

障害について、広く啓発する活動を行っていくこととなりました。奈良県でも、

自閉症の人々にとっても暮らしやすい奈良県とするため、一人ひとりの県民の

皆様に自閉症について理解していただくことを願っています。

　多くの府県で行政などが中心となり講演会やイベントが計画されているよう

です。奈良県では今年はまだこのための予算化は行われていないようです。そ

んな中で、奈良県自閉症会では、まず奈良県の全学校で自閉症を含む発達障害

を理解する教育活動を実施してもらうことが今の奈良県で一番ふさわしいと考

え、次の要望を県内の教育委員会にしています。会員の皆さんの子どもさんが

通われる学校でどんな形で取り組まれるか楽しみです。今後の部会などでご報

告よろしくお願いします

（要望書の内容）

平成２１年３月１０日：○○教育長　様： 

特定非営利活動法人　奈良県自閉症協会　理事長　河村舟二

「世界自閉症啓発デー及び発達障害啓発週間について（要望）」

  2007 年 �2 月、国連において毎年 4月 2日を「世界自閉症啓発デー（WAAD）」

とすることが定められました。すでに文部科学省初等中等教育局長名の「情緒

障害者」を対象とする特別支援学級の名称についての通知文 2．留意事項（３）

及び別紙２で各学校、教職員、保護者に自閉症を含む発達障害についての正し

い理解啓発を促進するように努めることが通達されていると思います。

　４月２日の「世界自閉症啓発デー」につきましては、社団法人日本自閉症協

会では、「シンポジウム」の開催や自閉症児者の作品展・ポスターの作成・リー

フレットの作成等が企画されています。

　奈良県自閉症協会では、奈良県の実情を鑑み、特に講演会等の企画は行って

おりません。いま奈良県の実情に最もふさわしいこととしては、次の３点を考

えています。

①４月２日にこだわらず、先の文部科学省の通知にあるように、学校、教職

員、保護者に対する自閉症など発達障害の理解を深めること。

②各学校での幼児・児童・生徒に対して、自閉症を含む発達障害についての理

解を深めるための教育活動を計画し、奈良県全ての学校で取り組むこと。

③上記の 2点に関しては、「発達障害」であるとしても、一人ひとり異なる「固

有名詞をもつ個性のある子ども」として深く理解すること。

　この３点について、奈良県下のすべての学校・園において積極的な啓発活動

に取り組んでいただくよう強く要望いたします。

　なお、私どもの団体も加入する日本発達障害ネットワーク（JDD）では関係

団体とともに、世界自閉症啓発デーの制定の機に、４月２日からの一週間（4

月 2日～ 8日）を、国内における「発達障害啓発週間」とし、発達障害について、

広く国民に周知することにより、発達障害のある人とその家族への理解と支援

奈良の世界自閉症啓発デー・発達障害啓発週間
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の輪が広がるよう、「発達障害の支援を考える議員連盟

（超党派による国会議員 �37 名が加盟）」や国及び地方公

共団体とも連携し、全国各地の発達障害のある人やその

家族や支援者の皆様に呼びかけ、奈良県の近隣府県でも

各種のイベント等が展開されます。ぜひ研修等にお役立

て下さい。

☆都道府県政令指定都市自閉症協会の取り組み

　国内４７都道府県と２つの政令指定都市を合わせて国

内の４９の組織がポスターの掲示、リーフレットの配布、

ホームページからの情報発信などそれぞれ自閉症の啓発

に取り組みます。

以下、全国で行われるイベントを中心に紹介いたします。

（都道府県政令指定都市自閉症協会が共催のものを含み

ます）

新潟県自閉症協会

□　『みんなでつながろう、はじめの一歩』

日　時：４月４日　土曜日　午後～

会　場：新潟市総合福祉会館

主　催：新潟県自閉症協会、ＮＰＯ法人にいがた・オー

ティズム

　　　　新潟いなほの会 (発達障害児者親の会 )

　

茨城県自閉症協会

□ 「世界自閉症啓発デー・音楽祭 in 水戸」

日　時：４月 �� 日（土）

午後１時～午後４時　（午前は準備・リハーサル）

会　場：茨城県総合福祉会館　コミュニティーホール

主　催：茨城県自閉症協会

　　　　

千葉県自閉症協会

□　世界自閉症啓発デー IN 千葉 『みんな大切な仲間

だから』

日　時：４月１日（水）　�0：00 ~ 20：00

　　　　４月２日（木）　�0：00 ~ �9：00

会　場：千葉市 Qiball（きぼーる）１階アトリウム

主　催：千葉県自閉症協会

共　催：県・市発達障害者支援センター

　

川崎市自閉症協会

□　ようこそ自閉症ワールドへ！（ライブ＆シネマ）

日　時：４月５日（日）１２：３０～１６：４５

会　場：川崎市民プラザ（ふるさと劇場）

主　催：川崎市自閉症協会

　

愛知県自閉症協会　

□　「アイムヒア　僕はここにいる」上映会

日　時：4月 2日（木）

第一部　第 �部 午前 �0 時 30 分～正午

第二部　第 2部 午後 �時 30 分～午後 3時

会　場：名古屋市天白文化小劇場　ホール　　　　

主　催：名古屋市発達障害者支援センター

共　催：愛知県自閉症協会　

　　　　あいち LD 親の会かたつむり

　

岐阜県自閉症協会

□　岐阜県自閉症児者制作作品展

日　時：４月３日（金）～４月８日（水）

会　場：岐阜市役所南庁舎ロビー

□　自閉症の理解を更に深め、自閉症児者のライフス

テージで支援を考える研修会と講演

日　時：４月３日（金）

会　場：長良川スポーツプラザ

（研修会）テーマ：「医療と家族支援について」

療育・医療・教育・福祉・家庭の支援

時　間：　９：００～１２：００

講　師：養南病院副院長井川典克先生　　　　　　　　

（講演会）テーマ：「自閉症児者本人に必要なものとは…」

療育・医療・教育・福祉・労働・家庭の視点から考える

時　間：１３：００～１５：３０

講　師：養南病院副院長井川典克先生

　※　詳細についてはこちらからご覧ください。　

　　　　　　　　　

三重県自閉症協会

□　三重県自閉症協会作品展

日　時：平成 2� 年 4 月２日（木）～ 5 日（日）

会　場：津リージョンプラザ３Ｆ展示場

主　催：三重県自閉症協会
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会
員の圓越さんを通じて、奈良市にお住まいの横山

新さん発行の「交流会通信」という情報を頂きま

した。登美ヶ丘文化交流会を主宰されており、第 24 回

登美ケ丘文化交流の会となるようです。

　今回「ひきこもり、不登校の子どもたちの世界とは」

をテーマに圓越さんが講師として講演されます。関心の

ある方は誰でも参加できるとのことです。受付での名前

の記帳もしなくて良いとのことです。奈良県自閉症協会

会員の皆様で関心ある方は是非参加してみて下さい。ま

たお知り合いにも情報提供お願いします。

○日時 2009 年 4 月 �2 日（目）午後 l：30 ～ 3：30 ○

会場　登美が丘公民館　大ホール（予定）公共交通機関

を使ってお越しください！（近鉄学園前駅発、鹿の台行

きバスにて中登美が丘二丁目バス停下車徒歩 2分）○資

料代 500 円○問合先：090-5904-6492　横山さん

以下案内文からの抜粋です。

　（第 24 回）の登美ヶ丘文化交流の会は、「ひきこもり、

不登校の子どもたちの世界とは」を、学園朝日元町在住

の圓越千秋（えんのこしちあき）さんにお話していただ

き、子どもやお孫さんの教育や子育てなどご一緒に考え

てみたいと思います。　是非ご参加ください。

（圃越さんからのメッセージ…「生きたい」と思うよう

になった（�9 歳）。これは、ある民間の私塾（師友塾・

大越俊夫塾長、神戸市）が 2年前に行った塾生へのアン

ケートに、思いを寄せられたある塾生の言葉です。「こ

の �年で自分の中でどんなことがかわりましたか？」と

いう塾長の呼びかけに応えてくれたものです。

　「これまで 2 年以上に亘り、色々な所に出向き、必死

で息子を助けてくださる所を求めて、這いずり廻って参

りました。・・・」これは、師友塾に通うある塾生のお

母様から塾長へ出されたお手紙の一節です。塾生ご本人

は、今は元気ハツラツとのことです。

　これらの例はいずれも、塾が毎月発行している月刊誌

「パーセー」という機関誌に公開されているものです。

　この塾は昭和50年（�975年）に塾生7名で産声をあげ、

35 年目を迎える「ひきこもり、不登校」の子どもたち（主

として中学生・高校中退者）が多く集まる民間の教育機

関です。この間、6，500 人の子どもたちをケアーし、「ひ

きこもり、不登校」の世界では草分けからの存在として

少し名の通ったところです。

　こんにち、「ひきこもり、不登校」の文字が、マスメディ

アを通して出ない日はないと言って過言でない程に社会

的関心事項になっています。（師友塾が開校した頃はこ

んな文字も全くありませんでした。）しかも事件がらみ

の報道も多く、心痛毒むばかりです。

　現場からの実態をみると、これらの「ひきこもり」［不

登校］の子どもたらが、如何に偏見でもって社会からも

疎外されているか、その中には上記の言葉のようにある

時「死」というものと向き合わざるを得ないケースもあ

ること。親御さん方の苦悩…など、世間一般の方々のご

存知ない世界が展開されています。又、不登校と称せら

れる子どもたちが、元々いかに他人や自然に優しく、良

い子ばかりであるかも、一般には中々分かりづらいとこ

ろのようです。

　今回「ひきこもり、不登校」に関する情報を出来るだ

け提供させていただいて、一人でも多くの方々に、この

本当の意味での世界を知っていただき、ついては全ての

子どもの養育、子育て支援に参考にしていただければと

望んでいます。

講師－圓越千秋（えんのこしちあき）さんプロフィール

★昭和 �8 年生まれ　現在、学園朝日元町在住

★昭和 50 年創設の師友塾（現・リバースアカデミー師

友塾）事務方役員を平成 �7 年に個人的理由により退職

★現在「ひきこもり、不登校の親の会」の情報提供ボラ

ンティア

★ NPO 奈良県自閉症協会賛助会員   （河村）

会員の皆様へ　特定非営利活動法人奈良県自閉症協会

平成２１年度　定期総会と記念講演会のご案内

会員の皆様には日頃よりのご協力に感謝申し上げます。

下記のように平成２１年度の定期総会と記念講演の計画

をいたしましたのでご案内申し上げます。

平成２１年度定期総会

日時　平成２１年　４月１９日　（日）

　　（受付１２：３０～）　１３：００　～　１６：３０

場所　やまと郡山城ホール　レセプションホール　　　

（　奈良県大和郡山市北郡山町２１１番地の３　

TEL0743-54-8000　E-mail：ykjh ＠ ykjohall.jp　）

　　　１３：００～１３：３０　　開会あいさつ

　　　１３：３０～１５：３０　　記念講演会

　　　１５：３０～１６：３０　　総会議事

記念すべき　発足総会後、初の定期総会になります。

ご出席下さいますよう　どうぞよろしくお願いいたしま

す。

出席の有・無と　欠席の場合の委任状を提出お願いいた

します。（絆同封）（会員のみ保育があります。

定員１０名　　締切４月８日

　申込先　FAX ０７４４－３３－４７５５　

　　　　　m-ueshima@k2.dion.ne.jp  上島
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会員の皆様には如何お過ごしですか？

本年度も終わりに近く、また新しい年度（平成 2� 年度）

を迎えようとしています。

さて、新年度を迎えるにあたり、年度前の納入で恐縮で

すが「平成 2� 年度会費」納入の

受付を開始しますので、ご協力の程よろしくお願い致し

ます。

［年度会費 ]

・正会員個人 (￥6000. －）、

賛助会員個人 (￥3000. －）

賛助会員法人（￥�0000.-）

［納入方法］下記への振込みにてお願いします。

・郵便口座　口座記号番号：00980-0-225697

　加入者名：奈良県自閉症協会

　　（郵便口座へは同封の「払込取扱票」をご利用下さい）

・銀行口座　　南都銀行郡山支店

　口座番号：普通預金 �068978

名　義：奈良県自閉症協会　代表者　河村舟二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

（注意）今年度（平成 20 年度）より、ご承知の通り、当

協会の名称も変わり、同時に口座番号も変わっておりま

すので、振込に当たってはくれぐれもご注意下さい。

なお、振込頂いた方への当協会からの「領収書」は発行

しませんので、この事につきましてもご了承頂きますよ

うお願い致します。

会費納入のお願い

特定非営利活動法人奈良県自閉症協会

平成２１年度定期総会・記念講演会のご案内

　

自閉症スペクトラムと特別支援教育について

～教育相談から　分かったこと～　

講師　中村美和先生（県立教育研究所特別支援教育部）

日時　平成２１年　４月１９日　（日）

講演　１３：３０～１５：３０　（受付　１２：５０～）

場所　 やまと郡山城ホール　レセプションホール　　

（　奈良県大和郡山市北郡山町２１１番地の３　

TEL0743-54-8000　E-mail：ykjh ＠ ykjohall.jp　）

 定員　 １２０人　　

参加費 一般　500 円（資料代のみ） 

＊会員無料

申し込み　　不要

問い合わせ TEL/FAX         0743-55-2763　　河村

 e-mail          kawafune@ares.eonet.ne.jp

世
界自閉症啓発デー平成 �9 年 �2 月 �8 日に国連総会にお

いて、平成 20 年度以降、毎年 4月 2日を「世界自閉症

啓発デー」（world Autism Awareness Day）とすることが決議

されました。

�．4月 2日を「世界自閉症啓発デー」とし、平成 20 年度以

降毎年祝うこととする

2．自閉症への一般の認識を高めるよう、すべての加盟国や国

連その他の国際機関、また NGO や民間団体を含む市民社会が、

「世界自閉症啓発デー」を適切な方法によって祝うことを促進

する

3．自閉症の子どもについて、家族も含めた社会全体への意識

啓発のための手だてを加盟国がとるよう促す。

4．事務総長に対し、この決議をすべての加盟国及び国連の機

関に注意喚起するよう要求する。

       これを受けて日本自閉症協も加入する日本発達障害

ネットワーク (JDD ネット）では、2009 年から、世界自閉症

啓発デー（４月２日）の後を「発達障害啓発週間」とす

ることになり、自閉症だけでなく自閉症、アスペルガー

症候群、ADHD、学習障害などの各団体が連帯して

全国各地でこの有益な啓発行事の展開を計画していく

ことになりました。
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佃
クリニックと　発達支援療育ルーム「しおん」

の移転おしらせ

昨年４月から療育を中心に取り組んできていますが、

希望者が多く充分に対応できなかったことが多かっ

たと思っています。

２ヵ月後の４月から診療所を下記に移転し、部屋数

の確保をするとともに言語聴覚士を１名増員して５

名にすることになっています。

これからも頑張りたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。　　　　　佃先生より

 

移転先（４月１日から）

奈良市大宮町１丁目１－３２

奈良交通第３ビル２階

電話 :0742-26-�567（クリニック )

　　　0742-26-367�（発達支援療育ルーム『しおん』）

① １３：００～１４：００　②１４：１５～

１５：１５

　　（料金）

　　　１回　　　　　　　　　￥１，５００

　　　１か月４回　　　　　　￥５，５００

　　　３か月１２回　　　　￥１５，０００

　９月の開設までは、療育相談をご利用ください。当面

の募集は５名とします。場所は八木駅から徒歩５分の所

にある民家を教室として使い、車での来所も可能です。

なお、詳細は８月頃に説明会を開催します。申し込みが

５名になったところで締め切らせて頂きます。

＜申し込み、ご質問は下記まで＞

〒６３５－００４７　大和高田市田井新町５－１７

ＴＥＬ，ＦＡＸ　０７４５－５３－２５７８　　　携帯

　０９０－６２３５－０５４９

Ｅｍａｉｌ　　　ｄｏｎ－ｑｕｉ．ｈｏｕｔｅ１００７

＠ｅｚｗｅｂ．ｎｅ．ｊｐ

　パソコンからのメールは受信できませんので携帯から

お願いします。ご連絡お待ちしています。　　　　　　

　　　　　　西川　きよ

は
じめまして、西川です。成人部の会員です。発達

障害児の母親として育児の中で学んだ事が、日々

悩みのつきないお母さん方のお役に立てればと願い、発

達障害支援教室として「くれよん」の開設を決意しまし

た。「くれよん」の“よん”は“４”とかけています。

子供達の個性はまるでくれよんのようにカラフルであ

り、その成長は、教育機関・福祉（行政）・医療（病院）・

家庭の４つの力強い連携により、育み、描かれていくも

のであるという思いを込めて名づけました。ステキなス

ペースとなりますように。

＜代表者略歴＞

１９８２　大阪教育大学卒業

　　動作法、ＴＥＡＣＣＨプログラム研修

２００１　大阪教育大学　特殊教育特別専攻科卒業　イ

　　ンリアル・アプローチ研修（現在も継続中）

２００２～２００５　神戸市総合療育センター指導員・

　　ＳＶ

２００６～

　ボランティア活動として、奈良県内で療育相談を実施

奈良県教育研究所　研修講師　２回

＜活動内容＞

１， 療育相談　２００９年４月～

　　対象児（者）の年齢は問いません。主な支援者と月

一回程度の相談をおこない、家庭等で取り組む課題（個

別課題、コミュニケーションスキル、身辺自立、家事ス

キル等）を決め、様子を見ながらスキルアップを目指し

て行きます。必要に応じて福祉、医療、教育機関との連

携のお手伝いもします。

　（相談日）月～金　　午前中１０：００～１時間程度

　（料　金）一回　￥１，５００

（９月の教室開設以降、教室での相談は￥１，５００、出

張の場合￥２，０００）

２， 就学前の子どもの療育教室（３才以上　個別指

導）２００９年９月～

・子どもの療育と支援者の関わり方のレベルアップを目

指します。

・住まいに近い環境で、家庭で実施出来る手立てを提案

します。

（療育実施日）

　　　月、火、水、金

くれよん開設のお知らせ
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奈良県自閉症協会メーリングリスト（ＭＬ）へのお誘い

　奈良県支部の時代、　２００３年１月より会員であり、

コンピューターの専門家である田中正司さんのご厚意に

よりメーリングリストを利用させてもらってきました。

これを使えば、登録者に対し１度に同メールを送れます。

単なるお知らせだけでなく、広く皆様の意見を聞いたり

相談する事ができます。自閉症協会本部や厚生労働省な

どからの　いろんな情報をメーリング登録者にいち早く

お伝えする事もできました。大変便利な手段ですのでイ

ンターネット可能な会員さんには是非、ご参加下さいま

すようお願い致します。

登録希望者は　上島：m-ueshima@k2.dion.ne.jp まで　

ご連絡下さい。

メーリングリスト参加希望者に管理者・田中さんに登録

設定をお願いして

「メーリングリストへのお誘い」Ｍａｉｌが届くように

致します。

詳しくは上島まで　お問い合わせ下さい。

「注意」

　メーリングリスト参加者の皆様はメールアドレスを変

更される時は必ず、上島、又は役員までご連絡いただけ

ますようお願い致します。

　奈良県自閉症協会メーリングリストはインフォシーク

者の無料版を使用して運営を行っております。よって、

メーリングリストの始めに広告が入り、最後にも少し広

告が入ります。又毎週１回、メールマガジンが配信され

ますことをご了承下さい。

奈良県自閉症協会
メーリングリスト （ＭＬ） へのお誘い

　FAX　送信先　０７４３－５５－２７６３　　河村宛

　メール送信アドレス　      kawafune@ares.eonet.ne.jp

平成２１年  ４月　１９日（日曜日）の　総会に

　出席　　　　　　します。

欠席　　　　　　

　氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

連絡先　TEL　０７４３－５５－２７６３

　又は　上記アドレス先　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　

委　　任　　状

平成２１年　４月１９日（日）　

特定非営利活動法人　奈良県自閉症協会　

平成２１年度　総会における議案については

　　　　　議長　または　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿氏　に一任いたします。

　　　

会員氏名　＿＿＿＿＿＿＿＿　印

　　　　　　　　　　＊メールは印省略　＊　出席予定の方も　念のため　委任頂けたら助かります。　


